
「体験の里」日高から体験の風をおこそう運動実行委員会 主催事業  

ＣＯＬＤ(凍るど) ＣＡＭＰ①② 
 

 

 

企画運営のポイント：外遊びは、各自の興味関心に合わせて自由に 

遊べる「場」を提供することとし、全体的に時間にゆとりを持たせ 

たスケジュールとした。新型コロナウイルス感染症対策として、宿 

泊棟の洗面所やトイレ、レストランの座席について家族ごとに場所 

を指定するなどして、安全で安心な宿泊環境の提供に努めた。 
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期日：①令和３年１月１６日（土）～１７日（日） 

②令和３年1月２３日（土）～２４日（日） 

会場：国立日高青少年自然の家 

人数：計45名（7日：23名、8日：22名）小４～６年生 

【成果】 

○新型コロナウイルス感染症対策については、参加家族から「感染対策がしっかりしていて安心して参加す

ることができた」との評価を得ることができた。 

○アンケートに「これまで冬はわりと苦手な我が家でしたが、これから冬を楽しむきっかけになった。」と

いう声があり、本事業の趣旨はおおむね達成できた。 

〇今回、「そりコース」を作ってみたところ、子どもたちにとても好評だった。今後、施設で提供する雪遊

びの一つとして「そりコース」の常設を検討してもよいのではないかと感じた。 

 

【課題】 

〇プログラムとして自由に遊べる「場」の提供をする場合、うまく外遊びを楽しめていない家族に向けて、

参加型のプログラムを臨機応変に提供できるよう、事前に用意しておく必要がある。 

〇家族間交流をしたい（みんなで何かをしたい）というニーズへの対応。 

 

 

趣旨：家族で冬の外遊びを楽しむとともに、幼児が冬の自然

に親しむ機会とする。 

国立日高青少年自然の家 


